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この場合には使用者が適切な対策を講ずるよう要求されることがあります｡ 

VCCI-A 

この装置を家庭環境で使用すると電磁妨害を引き起こすことがあります｡ 

   この装置は､クラス A 情報技術装置です｡  
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 安全に関するご注意 

 
本書では、使用者および周囲の方の身体や財産に損害を与えないための警告表示をしています。

警告表示は、警告レベルの記号と警告文から構成しています。 

以下に、警告レベルの記号を示し、その意味を説明します。内容をよくご理解のうえ、お読みく

ださい。 

 

 

この表示は正しく使用しない場合、人が死亡する、または重症

を負う恐れがあることを示しています。 

 

この表示は、正しく使用しない場合、軽傷、または中程度の傷

害を負うことがあり得ることと、本装置自身またはその他の使

用者などの財産に損害が生じる危険性があることを示していま

す。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、危害や損害の内容がどのようなものかを示すために、上記の絵表示と同時に次の記号を使

用しています。 

 

 

で示した記号は、警告・注意を促す内容であることを告げる

ものです。記号の中やその脇には、具体的な警告内容が示され

ています。 

 

で示した記号は、してはいけない行為（禁止行為）であるこ

とを告げるものです。記号の中やその脇には、具体的な警告内

容が示されています。 

 

で示した記号は、必ず従っていただく内容であることを告げ

るものです。記号の中やその脇には、具体的な警告内容が示さ

れています。 
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使用中の取り扱いについて  

 

 
 

ハイセイフティ用途 

 

本装置は、一般事務用、パーソナル用、家庭用、通常の産業用

等の一般的用途を想定して設計・製造されているものであり、

原子力施設における核反応制御、航空機自動飛行制御、航空交

通管制、大量輸送システムにおける運行制御、生命維持のため

の医療用機器、兵器システムにおけるミサイル発射制御など

の、極めて高度な安全性が要求され、仮に当該安全性が確保さ

れない場合、直接生命・身体に対する重大な危険性を伴う用途 

(以下 「ハイセイフティ用途」 という) に使用されるよう設

計・製造されたものではございません。 

お客様は当該ハイセイフティ用途に要する安全性を確保する

措置を施すことなく、本装置を使用しないでください。また、

お客様がハイセイフティ用と本装置を使用したことにより発

生する、お客様又は第三者からの如何なる請求又は損害賠償に

対しても、富士通コンポーネント株式会社およびその関連会社

は一切責任を負いかねます。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

万一、本装置から発熱や煙、異臭や異音がするなどの異常が発生し
た場合は、ただちに本装置の電源スイッチを切り、その後必ず電源
プラグをコンセントから抜いてください。感電・火災の原因となり
ます。 

電源プラグ抜去 

 

開口部から本装置内部に金属類を差し込んだり、落とし込んだりし

ないでください。火災・感電・故障の原因となります。 

 
風呂場、シャワー室などの水場で使用しないでください。感電・火

災の原因となります。 

 
本装置に水をかけたり、濡らしたりしないでください。感電・火災

の原因となります。 

水ぬれ 

感電、火災 

水場での使用 

本装置の上や近くに、花びん、植木鉢、コップ、化粧品、薬品や水
などの入った容器または、小さな金属物を置かないでください。装
置内に入った場合、火災・感電・故障の原因となります。 

悪環境での使用 
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使用中の取り扱いについて  

 

 
 

電源プラグ抜去 
万一、装置内部に水などの異物が入った場合は、まず機器本体の電
源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて販売窓口ま
でご連絡ください。そのまま使用すると火災・感電・故障の原因と
なります。 

 

 

 

 
電源プラグ抜去 万一、この機器を落としたり、キャビネットを破損した場合は、機

器本体の電源スイッチを切り、電源プラグをコンセントから抜いて
販売窓口までご連絡ください。そのまま使用すると火災・感電・故
障の原因となります。 

 

 

 

 

電源プラグ抜去 
近くで雷が発生した時は、電源プラグをコンセントから抜いてくだ
さい。そのまま使用すると、落雷等による直接・間接的な影響によ
り装置が破壊され、感電・火災の原因となることがあります。 

  

 

 

 

 
 

装置のカバーを開けないでください。特に、通電中にカバーを開

けますと、内部には高電圧部があり、感電の原因となります。 

感電 
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使用中の取り扱いについて  
 
 

 
 

火災 

使用中の本体や AC アダプタなどは、布などでおおったり、包ん
だりしないでください。熱がこもり、火災の原因になることがあ
ります。 

  
 
 
 

火災 本装置の開口部（通風孔など）をふさがないでください。 

通風孔をふさぐと内部に熱がこもり、火災の原因となることがあ

ります。 

 
 
 
 
 

衝撃、振動 

本装置に過度の衝撃や振動を与えないでください。感電・火災ま

たは、故障の原因になることがあります。 

  
 
 
 

本装置は日本国内仕様です。本装置を日本国外で使用された場合、
弊社は一切の責任を負いかねます。また、弊社は本装置に関し日
本国外への技術サポート、及びアフターサービス等を行っており
ませんので、予めご了承願います。 

国内仕様  
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 設置・据付について 
 

 
 

アクセサリの取り付けおよび取り外しを行う場合は、必ず装置本

体の電源を切り、電源コ－ドをコンセントから抜いた状態で行っ

てください。感電の原因となります。 

本装置を移動させる場合は、電源プラグをコンセントから抜き、

外部の接続線をはずしたことを確認の上、行ってください。コー

ドが傷つき、火災・感電の原因となることがあります。 

感電 

感電、火災 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 

悪環境への設置 水、湿気、湯気、ほこり、油煙等の多い場所（調理台や加湿器の

そばなど）に設置しないでください。感電・火災・故障などの原

因になることがあります。 

 
 
 
 

不安定な場所 

ぐらついた台の上や傾いた所など、不安定な場所に置かないでく
ださい。落ちたり、倒れたりして、けがの原因となることがあり
ます。 

  
 
 
 

 
振動・衝撃の多い場所に置かないでください。落ちたり、倒れた

りして、けがの原因となることがあります。 

振動、衝撃 

本装置を運搬する際は、衝撃や振動を避けるため、購入時の箱か
同等の箱を使用してください。ただし、変形及び破損等がある箱
は、使用しないでください。本装置が故障する原因となることが
あります。 

専用箱での運搬 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

結露 本装置を寒冷な環境から設置場所に移動すると、結露を生じるこ
とがあります。装置が完全に乾燥し、設置場所とほぼ同じ温度に
なってから使用してください。すぐに使用すると、本装置が故障
する原因となることがあります。 
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 ACアダプタ・電源・電源コードについて 
 

 
 

 
濡れた手で電源コ－ドを抜き差ししないでください。感電の原因

となります。 

火災 

ぬれ手 

電源プラグとコンセントの接続部には、ホコリやゴミをためない
でください。その状態で長い間使用して湿気をおびると、接続部
が熱をもって発火にいたる「トラッキング」をおこし、火災の原
因となります。 

 
 
 
 
 
 
 
 
  

電源コ－ドを巻いたり、束ねたりしないでください。その状態で
使用すると電源コ－ドが熱をもって発火し、火災の原因となりま
す。 

火災 

電源コ－ドを傷つけたり、加工したりしなしないでください。ま
た、重いものを載せたり、引っ張ったり、無理に曲げたり、ねじ
ったり、加熱したりして、電源コ－ドを傷めないでください。感
電・火災の原因となります。 

感電・火災 

 
 
 
 
 
 
 
 

感電・火災 電源コ－ドのコードやプラグが傷んだり、コンセントの差し込み

口がゆるい状態では使用しないでください。そのまま使用すると、

感電・火災の原因となります。 

 
 
 
 

アース接続 電源を接続する前に必ずアース接続をしてください。アース接続
しないで使用すると、万一漏電した場合に、感電・火災の原因と
なります。 

 
 
 
 
 

アース接続 

アース接続しないで使用すると、万一漏電した場合に、感電・火

災の原因となります。 

湿気の多い場所で使用する場合はアース接続をしてください。  
 
 
 

指定された電源電圧以外の電圧で使用しないでください。また、

タコ足配線をしないでください。感電・火災・故障の原因となり

ます。 

感電・火災  
 
 
 

感電・火災 添付の電源コ－ド以外は使用しないでください。感電・火災の原

因となります。 
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ACアダプタ・電源・電源コードについて 

電源コードのプラグをコンセントから抜くときは、電源コードを
引っ張らずに、必ず電源コードのプラグを持って抜いてください。
電源コードを引っ張ると、コードの芯線が露出したり断線したり
して、感電・火災の原因となることがあります。 

感電・火災 
 
 
 
 
 

火災 電源コードのコンセント差し込みプラグは、コンセントの奥まで

確実に差し込んでください。プラグとコンセントの接触不良によ

り、火災・故障の原因となることがあります。 

 
 
 
 

火災 長時間装置を使用しないときには、安全のため必ず電源コードを
コンセントから抜いてください。火災・故障の原因となることが
あります。 

 
 
 
 
 

 

電源コードを熱器具に近付けないでください。コードの被覆が溶

けて、火災・感電の原因となることがあります。 

感電・火災 
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 保守について 
 
 
 
 
 

お客様自身の修理 本装置の修理はお客者自身で行わないでください。火災・感電の

原因となります。弊社にご連絡の上、弊社の担当保守員によるメ

ンテナンスを受けてください。 

 
 
 
 
 本装置を分解・改造しないでください。火災・感電の原因となり

ます。また、本製品の中古品をオーバーホールなどによって再生
して使用しないでください。使用者や周囲の方の身体や財産に予
期しない損害が生じるおそれがあります。 

分解・改造 
 
 
 
 
 
 
 
 
 装置内の取り扱い 

静電気に対し誤動作や故障を起こす場合があります。保守担当者

以外は内部に触れないで下さい。 

 
 
 
 
 

廃棄 

本装置は金属、プラスチック部品を使用しています。廃棄すると

きは、各自治体の指示に従ってください。 
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1. はじめに 

 

このたびは､Cat5 Extender WIDE BAND をお買い上げいただき、誠にありがとうございます。 

本装置をお使いになると、サーバと USB デバイス､モニタを離れた箇所に設置できるため､設置場所の

制限が大幅に改善されます。本装置は､IA サーバ機と接続可能です。 

サーバからの VIDEO 入力は､セパレートシンク信号及び､コンポジットシンク信号に対応しています。 

接続できるモニタの､解像度は 1920×1200 リフレッシュレート 60Hz(最大)で､マルチスキャン対

応のモニタをご使用ください。 

REMOTE では、最大 4 つの USB デバイスを接続して操作することが可能です。 

 

*注 Cat5 Extender WIDE BAND を､以下遠隔ユニットまたは本装置と表現します。 

 

1.1 表記規則 

この説明書で使用している記号と文字の意味は次のとおりです。 

 

 
         この記号のあとの文書は補足説明､注釈､ヒントです。 

 
 

● 文頭に数字（１，など）がある場合は､順序にしたがっておこなう必要がある操作を 

示しています。 

● 参照する章のタイトルと用語を強調する場合は､カギ括弧（「」）で囲んでいます。 
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1.2 梱包品の確認 

次のものが､梱包されていることをお確かめください。 

 

 LOCAL(送信ユニット) × 1 

 REMOTE(受信ユニット) × 1 

 AC アダプタ × 2 

 AC ケーブル  × 2 

 CRT・USB 二股ケーブル × 1 

 取扱説明書（本書） × 1 

 ケーブルクランプ  × 2 

 フェライトコア  × 2 

 結束バンド  × 2 

 ネジ  × 2 

 

 

購入時の梱包箱および梱包品を保管しておくことをおすすめします。別の場所に移動するときに必要

になることがあります。万一、不備な点がございましたら、おそれいりますが、お買い求めの販売店

または弊社担当営業までお申し付けください。 

 
 

 

 開梱時は本体に損傷がないか、配送品を確認してください。 

「重要なお知らせ」の安全情報に注意してください。 

 

  

     注意 
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2. 重要なお知らせ 

 
この章には､遠隔ユニットを設置または､使用する際に注意しなければならない安全性に関する情報を

記載しています。よくお読みのうえ､正しくご使用ください。 

 

2.1 安全性 

 

         安全上の注意 

 
     注意 

 
本装置は､事務オフィス環境で使用する電子事務用機器などの情報処理装置に関する安全規格に準拠

しています。ご不明な点があれば､お買い求めの販売店または弊社営業担当に連絡してください。 

 

 ケーブルが損傷しないように､ケーブルを配置してください。ケーブルを接続したり､取り外すと

きは､「接続手順」の該当部分を参照してください。 

 本説明書は､本装置とともに大切に保管してください。本装置を第三者に譲渡する場合は､本説明

書も譲渡してください。 
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                ご使用上のご注意 

 

ご使用の前に［ご使用上のご注意］をよくお読みの上、正しくご使用ください。ここに記載の注意事項

は顧客様への危害、財産への損害を未然に防止するための内容を記載していますので、必ずお守りく

ださい。 

     注意 

 

 本装置及び本書は、将来予告なしに変更することがあります。 

 本装置は、IA サーバ対応製品ですが、ご使用のサーバ、USB デバイス、モニタ及びそれらの接続

環境によっては正常に動作しない事や機能が限定される事があり、全ての接続環境にて動作保証

するものではありません。 

なお、サーバとの接続情報につきましては、下記 Web ページに記載しております。また、

サポート情報も併せてご確認ください。接続情報にないサーバにてご使用になる場合は、

予め接続検証を実施されることをお勧めいたします。 

URL: http://www.fcl.fujitsu.com/index.html

 各コネクタの抜差しは､サーバの電源が OFF になっていることを確認してから行ってください。

また、静電気にも充分注意し放電してから行ってください。静電気が貯まったままや、電源が ON

のまま抜き差しすると、サーバまたは本装置の故障の原因となる場合があります。その場合の故

障は保証対象外ですので、ご了承ください。 

 本装置に接続できるサーバは、IA サーバ機です。但し、各サーバは以下の USB コネクタ 

及びモニタコネクタを装備した機種です。それ以外の機種ではご使用になれません。 

 USB (A type)コネクタ 

 Mini D-SUB 15P 

 サーバからの信号は､セパレートシンク信号及びコンポジットシンク信号に対応しています。 

 本装置とサーバとの接続は、付属の二股ケーブル(0.7m)をご使用ください。 

 DVI(Digital Visual Interface)対応モニタは接続できません。 

 モニタケーブルのコネクタは Mini D-SUB 15P です。コネクタの向きを確認し、固定ネジで 

確実に固定してください。確実に接続されませんとトラブルの原因となります。 

 サーバ及びモニタのACコードは必ずFG付のコードを使用し、FG付のコンセントに接続して下さ

い。画像やUSBの通信に、影響が発生する場合があります。もし接続できない場合は、FG端子か

らアースに接続して下さい。 

 本装置に接続するモニタは、マルチスキャン対応のモニタをご使用してください。本装置がサポ

ートする解像度は、最大 1920×1200、リフレッシュレートは 60Hz です。また、ご使用のモ

ニタや解像度の設定によっては､切替後表示がずれることがあります。その場合はモニタかビデオ

カードで設定してください。 

 本装置のユニット間を接続するCat5EケーブルはBELDEN社製 1700Aを推奨いたします。それ

以外のケーブルをご使用されると、接続するケーブルによっては、うまく接続できなかったり、

接続や画面表示が不安定になることがあります。 

また、本ケーブルは非シールドケーブル（UTPケーブル：Unshielded Twist Pair cable）のた

め、ケーブルに外部から強いノイズが加わると表示がおかしくなったり、通信が正常にできなく

なることがあります。ケーブル設置の際にはケーブルに強い外来ノイズが加わらないようにご注

意願います。 

 Cat5E ポートには LAN に接続されたケーブルを絶対に接続しないで下さい。破損の原因になり

ます。 
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 高解像度や接続環境でのゴーストやニジミ等の画質劣化は、Cat5Eケーブルの接続不良や、 

ケーブルへの外来ノイズ、サーバやディスプレイ及び各ユニットのアース設置が影響する場合が

あります。ノイズの問題がある場合には接続環境を確認してください。又、ディスプレイ、ビデ

オカードとの組合せによっては、正常に表示出来ない場合も有ります。その場合はモニタ信号の

リフレッシュレートや表示解像度を変更するか、ビデオカード等の設定を変更してみて下さい。

また、ビデオカードのドライバが最新であることを確認して下さい。 

 LOCAL(送信)･REMOTE(受信)ユニットの接続は、本装置間だけで行なってください。 

他の遠隔ユニットとの接続はできません。 

 ご使用になるサーバによって、BIOSの設定画面に入れない場合があります。そのような場合は、

お手数ですがサーバに直接キーボードを接続して下さい。 

 万が一、本装置を使用中にお客様のデータやプログラムが失われた場合、及びご使用中のデバイ

スが破損した場合について、当社は責任を負いかねますので予めご了承下さい。 

 

 

 

2.2 対応機種 (モニタ、USB デバイス) 

1.モニタ 

 PC/AT 互換用､マルチスキャン対応モニタ 

 

2.USB デバイス 

 USB2.0 

※通信速度は、最大 12Mbps です。 

 

 
USB ポートからの最大供給電流は、1 ポートあたり 500mA です。但し、4 ポー

ト合計の供給電流が 1A を超えない様にして下さい。 

USB ポートに USB デバイス以外のものを接続しないで下さい。故障や誤動作の 

原因となります。 

 

     注意 
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3. 各部の名称と働き 

 

3.1 LOCAL(送信ユニット)  

 

(1) フロントパネル 

 

 

 

 

 

 

① 【Power】LED (緑色) 

電源を入れると､LED が点灯します。電源が切れると消灯します。 

② 【LOCAL モニタ】コネクタ(青色) 

モニタを接続します｡ネジを締めて、しっかりと固定してください。 

 

 

 

(2) リアパネル 

 

 

 

① ② 

 

 

 

 

③ 【Reset】スイッチ 

LOCAL の一部の機能を制御している、コントローラのリセットスイッチです。 

③ ④ ⑤ ⑥ ⑦ ⑨ ⑧ 

④ 【PC/Server】コネクタ(黒色) 

サーバと本装置を、添付の二股ケーブルで接続します。 

ネジを締めて、しっかりと固定してください。 
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⑤ 【Cat5E 1】コネクタ 

   Cat5E ケーブルを接続します。 

延長距離が 100m までの場合は、本ポートのみに接続します。 

 

  【LED の状態表示について】 

 

■USB デバイスが正常に動作している状態 

 左側の【LINK OK】LED が緑に点灯、右側の【USB OK】LED 

がオレンジに点灯。 

■ケーブルの通信が正常な状態（USB デバイス未接続） 

LINK OK 

（緑） 

Cat5E 1 

USB OK 

（オレンジ） 

 左側の【LINK OK】LED が緑に点灯。 

（右側の LED は点灯しません） 

 ※ケーブルを接続しても左側の LED が点灯しないときは、Cat5E ケ

ーブルを抜差しして下さい。 

 

⑥ 【Cat5E 2】コネクタ 

Cat5E ケーブルを接続します。 

延長距離が 100m を超える場合は、⑤と⑥の両方のポートに接続します。 

⑦ 【Control】コネクタ 

別売りのリモート電源コンセントを使用する際、専用ケーブルを接続します。 

接続の際は、リモート電源コンセントの取扱説明書に従って接続して下さい。 

出荷時は、コネクタにダストカバーが取付けてあります。ご使用の際は、カバーを 

取外して専用ケーブルを接続して下さい。 

⑧ 【FG】端子 

サーバの FG がとれない場合、この FG 端子をアース端子に接続して下さい。 

⑨ 【DC5V】コネクタ 

添付の AC アダプタを接続します。添付品の AC アダプタ以外は、使用しないで下さい。 
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3.2 REMOTE(受信ユニット)  

(1) フロントパネル 

 

 

 

 

 

      

 

① ② ⑤③ ④ ⑦⑥

① 【Power】LED (緑色) 

電源を入れると､LED が点灯します｡電源が切れると消灯します。 

② 【Focus】ボリューム 

画面のピントを合わせる時に使用します。Cat5E ケーブルのケーブル長が長い場合は､右に回

します｡短い場合は､左に回すと､ピントが合います。 

③ 【Brightness】ボリューム  

画面の明るさを調整する時に使用します｡右に回すと画面が明るくなります､お好みの明るさ

に調節してお使いください｡ 

④ 【Skew】スイッチ、LED 

画面の色ずれがある場合に、RGB のスキュー（ずれ）を補正します。 

詳細は、7.3 項の“色ずれ調整方法”を参照下さい。 

⑤ 【PC Power】スイッチ 

別売りのリモート電源コンセントを使用して、REMOTE からサーバの電源を OFF⇒ON する

ことが可能です。 

詳細は、8 項の“リモート電源コンセントの接続方法”を参照下さい。 

⑥ 【USB】コネクタ 

ご使用になる USB デバイスを接続して下さい。 

⑦ 【USB STATUS】LED 

【USB】コネクタに接続した USB デバイスが正しく認識された場合、対応する各々の LED が

点灯します。 
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(2) リアパネル 

 

 

 

 

 

 

 

⑧ 【EDID】スイッチ 

EDID を設定する際に使用します。詳細は、7.1 項の“EDID 設定方法”を確認下さい。 

⑨ 【Cat5E 1】コネクタ 

Cat5E ケーブルを接続します。 

延長距離が 100m までの場合は、本ポートのみに接続します。 

 

【LED の状態表示について】 

■USB デバイスが正常に動作している状態  

  

左側の【USB OK】LED が緑に点灯。（右側には LED がありません） 

 

⑧ ⑥ ⑦ ⑩ ⑫ ⑬⑨ ⑪ ⑭

Cat5E 1 

 

 

注：【Cat5E 2】コネクタには LED がありません。LED は常に【Cat5E 1】コネクタに 

表示されます。 

USB OK 

 

⑩ 【Cat5E 2】コネクタ 

Cat5E ケーブルを接続します。 

延長距離が 100m を超える場合は、⑨と⑩の両方のポートに接続します。 

⑪ 【REMOTE モニタ】コネクタ(青色) 

モニタを接続します。ネジを締めて、しっかりと固定してください。 

⑫ 【Reset】スイッチ 

REMOTE の一部の機能を制御している、コントローラのリセットスイッチです。 

⑬ 【FG】端子 

モニタの FG がとれない場合、この FG 端子をアース端子に接続して下さい。 

⑭ 【DC5V】コネクタ 

添付の AC アダプタを接続します。添付品の AC アダプタ以外は、使用しないで下さい。 
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4. 接続手順 

 
■ケーブルを接続する前に､本装置に関する説明書を読んでください。 

ケーブルの接続は次の順序にしたがってください。 

■Cat5E ポートには LAN に接続されたケーブルを絶対に接続しないで下さい。 

破損の原因になります。 

■画像や USB の通信等に影響が発生する場合がありますので、サーバ及びモニタ

の AC コードは、必ず FG 付のコードを使用し、FG 付のコンセントに接続して

下さい。接続できない場合は、本装置の FG 端子をアース端子に接続して下さい。 

 

4.1 サーバ・モニタの接続 

(1) サーバの電源コード(①)をコンセントに接続します。接続後、サーバの電源が OFF さ

れていることを確認してください。 

(2) 添付の USB 二股ケーブルを、サーバに接続します。青コネクタ(②)をモニタポートに、 

USB コネクタ(②)を USB ポートに接続します。 

(3) (2)で接続したケーブルの反対側の黒コネクタ(③)を、LOCAL の【PC/Server】コネ

クタに接続します。 

(4) 【LOCAL モニタ】コネクタに、ご使用になるモニタ(④)を接続します。 

(5) 【REMOTE モニタ】コネクタに、ご使用になるモニタ(⑤)を接続します。 

   

4.2 電源の接続 

電源の接続時は、6 項の“AC アダプタのコード固定方法”を参照しながら接続を行って下さい。 

(1) LOCAL の【DC5V】コネクタ(⑥)に、添付されている AC アダプタを接続します。 

(2) REMOTE の【DC5V】コネクタ(⑦)に、添付されている AC アダプタを接続します。 

 
4.3. Cat5E ケーブルの接続 

  Cat5E ケーブル接続の前に、5 項の“フェライトコアの取付け”を参照しフェライトコアを取付

けて下さい。 

(1) LOCAL の【Cat5E 1】コネクタ(⑧)に Cat5E ケーブルを接続します。 

(2) LOCAL の【Cat5E 2】コネクタに(⑧)Cat5E ケーブルを接続します。 

(3) REMOTE の【Cat5E 1】コネクタ(⑧)に、(1)で接続した Cat5E ケーブルを接続します。 

(4) REMOTE の【Cat5E 2】コネクタ(⑧)に、(2)で接続した Cat5E ケーブルを接続します。 

※ (2),(4)の手順は、延長距離が 100m を超える場合のみ必要となります。 

 

     注意 

Cat5E ケーブルの接続は、リモートとローカルの電源接続後に行って下さい。 

LOCAL の【LINK OK】LED が、緑に点灯していることを確認してください。 

点灯しない場合は、Cat5E ケーブルの抜差しを行って下さい。 

 

 

4.4 USB デバイスの接続 

(1) REMOTE の【USB】コネクタ(⑨)に、ご使用になる USB デバイスを接続します。 

 

以上の接続終了後に、モニタの電源を ON にしてから、サーバを起動させてください。 
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【システム接続図】  

※○内の数字は接続の順番を示します。  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

リアパネル 

⑨ 

⑨ ⑤ 

② 

⑦ 

② 

⑥ 

③ 

電源コード 

サーバ 

モニタ 

フロントパネル 

REMOTE 

フロントパネル 

リアパネル 

LOCAL 

AC アダプタ

モニタ 

④ 

AC アダプタ

Cat5E ケーブル 

USB デバイス 

⑧ 

① 

USB デバイス  

 

【モニタ】コネクタ(Mini D-SUB 15Pin)の接続は､固定ネジで確実にサーバ 

に接続してください。確実に接続されないと､画像が乱れる恐れがあります。 
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5. フェライトコアの取り付け 

 
■本装置からの不要輻射電波ノイズ低減のため、Cat5E ケーブルにフェライト 

コアを取付けて下さい。 

     注意 ■フェライトコアに､ケーブルまたは指等をはさまないように注意しながら､確実

にロックしてください。 

■Cat5E ケーブルを 2 本接続する場合は、両方にフェライトコアを実装して 

下さい。 

 
1.フェライトコアに､Cat5E ケーブルを 1 巻きして固定してください。 

*LOCAL(送信ユニット)側の装置から約 20cm 以内をめどに､フェライトコアが実装されるよう

に､取り付けてください。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

2.ケーブル､指などをはさまないように確実にロックします。 
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6. AC アダプタのコード固定方法 

 

     注意 固定する際は､AC アダプタの電源コードをコンセントから抜いて作業して 

下さい。 

 
本装置に AC アダプタを接続したら、コード抜け防止のため、以下の手順でコードを固定して 

下さい。下記の説明は REMOTE のみですが、LOCAL も同様の手順で行って下さい。 

 

1.アッパーカバー取付けネジ 1 本を取外します。（取外したネジは保管しておいて下さい。）  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【DC5V】コネクタ  アッパーカバーのネジを 1 本取外します。 
 

 
 

2. 【DC5V】コネクタに AC アダプタのプラグを差込みます。次に、本装置に添付されている 

『ケーブルクランプ』と『ネジ』を使って、図のようにコードを固定します。 

 

（添付品） 

ケーブルクランプ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
ネジ（添付品）

 
プラグ 

 
コード  

 

ナイロンクランプの取付が困難な場合は、添付の結束バンドを使用し、AC アダプタ

のコードを、他のケーブル（ディスプレイのケーブル等）と束ねて、コードの抜け防

止を行って下さい。 
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7. 各種設定方法 

 

 
■設定を行う場合は､本装置に関する説明書を読んでください。 

間違えた設定をすると､画質が著しく低下する場合があります。 

■設定を行った場合でも､ビデオカード､モニタ等の組み合わせで､画質が低下し

たり､画面がずれたりする場合があります｡その場合は､解像度等を変更してご

使用願います｡または､モニタ等で調整をお願いします。 

 

 

7.1 EDID 設定方法 

サーバの電源が OFF の状態で、REMOTE の【EDID】スイッチを 1 回押します。 

 

 

EDID とは、サーバ起動時にモニタの情報をサーバが読み取り、適切な解像度で表示

する機能のことです。 

 

 

 

 

7.2 画質調整方法 

(1) 【Brightness】ボリュームを回して､ご希望の明るさに調節します｡ 

(2) 【Focus】ボリュームを回して､画質がシャープになるように調節します｡ 

(3) 7.3 項を参照にして、色ずれ調整を行います｡但し､色ずれが気にならない場合は不要です｡ 

(4) LCD モニタの自動調整ボタンを押下し､画質が鮮明(色ずれ､にじみ等ない状態)になって

いる事を確認ください。 

 

 

■メモ帳等で文字を入力してから、画面を確認することをおすすめします。 

■画質の調整が終了して LCD モニタの自動調整ボタンを押しても、画面の位置ずれ等 

ある場合は、LCD モニタのマニュアル調整にて対応して下さい。 

 

 

23 



 

 

7.3 色ずれ調整方法 

 

 

 

 

 

 

(1) 色ずれ（Skew）を調整する時には､画面上に背景を黒にした､白色の縦線（細線）1 本を

引いた画面を表示します。ペイント等のアプリケーションソフトを使用することで簡単に作

成することができます。 

(2) REMOTE のフロント部に Skew と表示された部分のボタンを使用します。まず Select ス

イッチを押し調整する色（R,G,B）を選択します。 

（ボタンを押すごとに“R”→“G”→“B”→終了→“R”・・と切り替わります。）色を選

択した後、 

    のボタンを押すと選択した色線が右側へ移動 

    のボタンを押すと左に移動します。 

(3) 最初に大きく動かして､色ずれ等が変化することを確認してください､色ずれ等の変化が分

かってきたら､移動量を少なくして白色の縦線 1 本になるように調整してください。 

 

 

 

サーバ側の推奨設定解像度 

本装置をご使用になられる際のサーバのグラフィックカードの設定解像度は、下記

の設定値を推奨しております。ただし、グラフィックカードの種類や、使用する

LCD ユニットの種類、使用環境等によりきれいに表示できない場合があります。

その際には、サーバ側の表示設定を変更してきれいに表示できる設定にてご使用く

ださい。 

 

サーバの推奨設定解像度     XGA    1024×768  60Hz 

SXGA  1280×1024  60Hz 

UXGA  1600×1200  60Hz 

WUXGA 1920×1200  60Hz 
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8. リモート電源操作方法 

 

■サーバの電源が ON の状態で、【PC POWER】スイッチを操作しないで下さい。 

サーバの電源が OFF⇒ON される場合があります。 

■本機能を用いるには、サーバの BIOS 設定が必要となります。詳細は、リモート 

電源コンセントの取扱説明書を参照下さい。 

 
 

別売りのリモート電源コンセントを使用することで、REMOTE からサーバの電源を OFF⇒ON する

ことが可能です。 

 

 

 

 

 

 

リモート電源コンセントに接続した状態で、サーバの電源が OFF（サーバの USB ポートから電源が

出力していない）の場合、REMOTE の【PC POWER】スイッチを 5 秒間押し続けると、サーバの

電源が OFF⇒ON されます。 

サーバの USB ポートから電源が出力されている場合、【PC POWER】スイッチを 5 秒間押し続け

ても安全のため動作しません。この状態で操作したい場合には、【PC POWER】スイッチを 10 秒

間押し続けて下さい。 

接続や基本的な操作方法は、リモート電源コンセントの取扱説明書を参照下さい。 

 

 

 

 

9. ケーブルの取外し 

 
影響を受ける装置すべての電源プラグを電源コンセントから抜いてから､各ケーブルを取り外してく

ださい。 

 

サーバの電源コントロール 
サーバ 

サーバの 

USB ポート電源出力 スイッチ 5 秒押下 スイッチ 10 秒押下 

OFF OFF OFF⇒ON OFF⇒ON 

OFF ON 動作しない OFF⇒ON 

ON OFF 操作禁止 操作禁止 

ON ON 操作禁止 操作禁止 

     注意 
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10. 遠隔ユニットのお手入れ 

 
遠隔ユニットの電源コネクタから電源プラグを抜いてください。 

研磨剤を含む清掃剤やベンジン、シンナーなどの有機溶剤、消毒用アルコールは使

用しないでください。      注意 
水や洗剤、スプレー式のクリーナーを直接かけないでください。液が内部に入ると、

誤動作や破損の原因になります。 

 

 

遠隔ユニットの筐体を乾いた布で拭いてください。汚れがひどいときには、水にうすめた家庭用洗剤

を浸したやわらかい布をよく絞って拭きとってください。 

ほこりはやわらかいブラシなどで払ってください。 
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11. 技術仕様 

 

項 目 仕 様 

名称 LOCAL(送信ユニット) REMOTE(受信ユニット) 

POWER 

(緑色) 
1 1 

USB 

STATUS 

(緑色) 

― 4 

LED 表示 

USB 通信) LINK OK USB OK USB OK 

1 (緑) 1 (オレンジ) 1 (緑) 

送信･受信 

ユニット間 
当社オリジナル仕様 

インター 

USB 
― 

USB2.0  

(通信速度：最大 12Mbps） 

モニタ Mini D-SUB 15P メス×1 

(青色) 

Mini D-SUB 15P メス×1 

(青色) 

フェース 

サーバポート Mini D-SUB 15P メス×1 

(黒色) 
― 

ポート数 ― 4 USB ポート 

供給可能電流 1 ポートあたり：最大 500mA 
― 

4 ポート合計：最大 1A 

送信･受信ユニット間 

延長距離 

1～300m 

※ Cat5E ケーブル 1 本の場合、ケーブル長は最大 100m となります。

モニター解像度/ 

リフレッシュレート 
1920 x 1200(最大)/60Hz 

電 源 / 消費電流 DC5V /0.5A(DC) DC5V /2.2A(DC) 

動作周囲温度／湿度 0～40℃、10～80%RH (結露無きこと) 

*サーバの環境条件に準ずる 

保存温度 -20～60℃ (結露無きこと) 

構 造 金属ケース、塗装 

外形寸法 (W×D×H)  

単位 mm 
165×110×27 200×110×27 

質量 g 550 650 
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 オプション(別売) 

 

名 称 型 名 備 考 

CRT 複合ケーブル FP-C018-USB 1.8m 

CRT 複合ケーブル FP-C030-USB 3m 

CRT 複合ケーブル FP-C050-USB 5m 

 

 

名 称 型 名 備 考 

リモート電源コンセント FP-MMCB02-100 ＡＣ 100Ｖ用 
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12. トラブル対策 

 
症 状 原 因 対 策 

AC コードがコンセントまたは本装置

からはずれた。 

AC コードを接続する。 

Cat5E ケーブルの長さが合っていな

い 

Cat5E ケーブルを 100m まで

は 1 本にて、100～300m まで

は 2 本にて接続して下さい。 

300m 以上は使用できません。

モニタのサポート外の解像度に設定さ

れている。 

モニタのサポート解像度に設定

する。 

モニタが表示しない 

サーバからの画像信号がない。 

(サスペンド状態) 

サーバからの画像信号を入力す

る。 

ケーブルの接続不良、又はケーブル不良 コネクタの接続を確認する。 

別ケーブルと交換する。 

モニタの設定が、合っていない。 解像度を下げる。 

画質が劣化する 

モニタ側で調整する。 

（ゴーストや文字のニ

ジミ等） 

EDID の設定及び画質調整を行ってい

ない。 

本書の 7 項を参照して、EDID の

設定及び、画質の調整を行う。 

指定外【STP(シールドタイプ)等】の

ケーブルを使用している｡ 

Cat5E ケーブルは､ベルデン製

1700A を使用する。 

接続環境にノイズがのっている。 LOCAL・REMOTE の FG を接

続したり、Cat5 ケーブルにノイ

ズがのらない様に、接続環境を見

直す。 
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症 状 原 因 対 策 

表示画面の位置がずれ

る 

 モニタの AUTO SW を押して調

整する。 

モニタのマニュアルにて、位置ず

れを調整する。 

接続が外れた。 接続を確認し、再起動する。 

本装置がハングアップした。 電源を再度入れなおす。 

サーバに不具合が発生した。 サーバを再起動する。 

今まで動いていたのに

突然動かなくなった 

サーバが起動しない 

サーバの起動前から USB メモリが接

続されている 

サーバ起動後に、USB メモリ等

の記憶デバイスを接続する。 

 

 

 

延長距離が長い。 300m 以上は使用できません。

【USB status】LED、【LINK OK】

LED、【USB OK】LED が消えてい

る。 

REMOTE の、Cat5E ケーブル

を抜差しする。REMOTE の AC

アダプタのプラグを抜差しする。

USB デバイスが動作

しない 

Cat5E ケーブルの接続ポートが間違

っている。 

LOCAL と REMOTE の 

【Cat5E 1】コネクタに、同じケ

ーブルが接続されているか確認

する。 

接続／ケーブル不良。 コネクタの接続を確認する。 

別ケーブルと交換する。 
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保 証 規 定 

1.保証期間内に商品が故障した場合は、本規定に従い無償修理致します。 

製品に本書を添えてお買い上げ販売店等にご依頼ください。 

2.保証期間内でも次の場合は有償となります。 

(1)修理依頼時に保証書またはお買い上げ伝票の提示がない。 

(2)お買い上げ日、お客様名、販売店印の記入がない、及び保証書またはお買い上げ伝票を改変した場合。 

(3)商品に添付のユーザーズ･マニュアルの注意事項やご使用上の注意を満足していない場合。 

(4)出張修理を要する場合。 

(5)本書に故障内容を明記されていない場合。 

(6)書面が添付されていても、内容が不明で再現のために調査費用が発生した場合。 

(7)火災、地震や台風などの天災、騒乱などの人災、公害や異常電圧などの使用環境による故障および損傷。 

(8)保管・運搬による故障および損傷。 

(9)接続された他の機器に起因して故障した場合。 

(10)弊社保守部門以外で修理、調整、改造をした場合。 

(11)取扱い上での不注意、ご使用による故障および損傷。 

(12)弊社が認めた以外で使用した場合のトラブル。 

3.将来販売されるソフト、ハードとの互換性は保証されませんのでご了承ください。 

･ソフトやハードの組み合わせ等の相性で発生するトラブルは故障としませんのでご了承ください。      

･修理・交換部品が製造中止や入手困難な場合は、相当品または上位互換品と交換する場合があります。 

･本商品を第 3 者に転売した場合は保証対象外となります。 

4.本商品の故障またはその使用で生じた直接的､間接的損害は､弊社は一切の責任を負わないものとします。 

5.本保証規定は日本国内で有効です。 This warranty is valid in Japan. 

また本商品は、極めて高い信頼性が要求される下記のような用途での使用はできません。これらの使用は

保証対象外となりますので、あらかじめご了承ください｡ 

･軍事目的・原子力設備・交通制御設備・防火、防災設備・燃焼制御設備・航空宇宙機器・生命維持のた

めの医療機器・その他人命や財産に影響をおよぼす設備｡ 

 

＊保証期間終了後の有償修理は別途見積となります。 

本規定は、以上の保証規定により弊社が無償保証を行うためのもので、これによりお客様の法律上の権利を

制限するものではありません。 

 

＜ 故障内容 ＞ 

故障内容を具体的に記載ください。 

記載ない場合は返却させていただく場合があります。 

★1. パソコン、キーボード、マウス、モニターの型式を記載ください。 

 

 

 

 

★2. 初期不良でしたか？ 使用中の故障でしたか？ ：（初期／使用中） 

★3. 故障内容を具体的に記載ください。 

 

  



 

mailto:promothq@ft.ed.fujitsu.co.jp
http://edevice.fijitsu.com/ft/index_j.html
mailto:promothq@ft.ed.fujitsu.co.jp
sakuma
テキストボックス
＜このページは空白ページです＞
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● 本書の内容は､改善のため事前連絡なしに変更することがあります。 

● 本書に記載されたデータの使用に起因する第三者の特許権およびその他の権利の 

  侵害については､当社はその責を負いません。 
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